
◆平成28年度施政方針と当初予算概要（Ｐ２～９）

◆４月24日㊐は、茂原市長選挙・茂原市議会議員補欠選挙の投票日です（Ｐ10）

◆男女ハートフル共生プラン～茂原市男女共同参画計画(第３次) ～を策定（Ｐ11）

主な内容

No.983 2016年（平成28年）

4
1日号も ば ら

【人口と世帯数】平成28年 3 月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	91,221人（1,042人）
●　男	 44,981人（313人）
●　女	 46,240人（729人）
●世帯数	39,396世帯

※外国人住民の世帯を含む
【 2月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 222人	 ●転出	 210人
●出生	 37人	 ●死亡	 99人

市の花
コスモス
（H9.10.20 指定）

市の木
つつじ

（S45.11.10 指定）

今月の日曜開庁 4月24日㊐ 8時30分～ 17時15分
市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
市民税課（ 2階）　☎（20）1577
収 税 課（ 2階）　☎（20）1578
本納支所　 　　 　☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください。

みんな楽しくタッチバレーボール♪
　３月６日、市では、「第１回千葉県タッチバレーボール大会」を市民体
育館で開催しました。茂原市発祥の4人制バレーボールであるこのスポー
ツは、ビニールボールを使用するため安全で、ルールも簡単。市内外から
200チーム、約1,000人が参加し、幅広い年代が熱戦を繰り広げました！

4月1日は
「茂原市　市民の日」
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歳　入
296億3,400万円
（　）は構成比

歳　出
296億3,400万円
（　）は構成比

国県支出金
61億7,857万円
（20.9％）

国県支出金
61億7,857万円
（20.9％）

地方譲与税
2億8,900万円
（1.0％）

地方譲与税
2億8,900万円
（1.0％）諸収入

11億6,716万円
（3.9％）

諸収入
11億6,716万円
（3.9％）

交付金
19億5,800万円
（6.6％）

交付金
19億5,800万円
（6.6％）

地方交付税
25億2,490万円
（8.5％）

地方交付税
25億2,490万円
（8.5％）

市　債
29億1,770万円
（9.8％）

市　債
29億1,770万円
（9.8％）

その他
16億8,432万円
（5.7％）

その他
16億8,432万円
（5.7％）

市　税
129億1,435万円
（43.6％）

市　税
129億1,435万円
（43.6％）

議会費
2億9,067万円
（1.0％）

議会費
2億9,067万円
（1.0％） 予備費

3,000万円
（0.1％）

予備費
3,000万円
（0.1％）

民生費
113億2,380万円
（38.2％）

民生費
113億2,380万円
（38.2％）

土木費
29億2,876万円
（9.9％）

土木費
29億2,876万円
（9.9％）

総務費
27億2,420万円
（9.2％）

総務費
27億2,420万円
（9.2％）

衛生費
25億91万円
（8.4％）

衛生費
25億91万円
（8.4％）

教育費
24億6,473万円
（8.3％）

教育費
24億6,473万円
（8.3％）

商工費
16億4,723万円
（5.6％）

商工費
16億4,723万円
（5.6％）

消防費
12億5,645万円
（4.2％）

消防費
12億5,645万円
（4.2％）

農林水産業費
8億6,375万円
（2.9％）

農林水産業費
8億6,375万円
（2.9％）

公債費
36億350万円
（12.2％）

公債費
36億350万円
（12.2％）

平成28年度　当初予算概要
一般会計　296億3,400万円（対前年伸び率5.5％）

　

平
成
28
年
茂
原
市
議
会
第
１
回

定
例
会
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月

18
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
額
５
２
５
億
７
１
６
万
円
の

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
等
41
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
議
会
の
冒
頭
に

市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
と
新
年

度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

obara.
chiba.jp/

施 政 方 針
平成28年度

第１回市議会定例会より抜粋
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急
に
実
施
す
べ
き
対
策
」
と
し
て

成
立
し
た
、
平
成
27
年
度
補
正

予
算
の
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」
を
活
用
し
、
本
市
で
は
「
学

校
図
書
館
や
美
術
館
・
郷
土
資
料

館
等
の
知
的
資
産
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、

地
域
資
源
の
整
備
・
拡
充
を
図
り
、

こ
れ
を
活
用
し
た
児
童
・
生
徒
や

幅
広
い
年
齢
層
の
人
材
育
成
に

向
け
た
取
り
組
み
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
国
に
計
画
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る
、

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」、
い
わ

ゆ
る「
新
型
交
付
金
」の
交
付
対

象
事
業
に
つ
い
て
は
、内
閣
総
理

大
臣
認
定
を
受
け
た
地
域
再
生

計
画
へ
の「
地
方
創
生
事
業
」の

位
置
づ
け
が
必
要
と
な
る
中
、
未

だ
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
が
成
立
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
国
の
動

向
を
注
視
し
、
速
や
か
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
業
団
地
」
の
整
備
、
ま
た
、
学

校
給
食
共
同
調
理
場
や
本
納
公
民

館
・
支
所
複
合
施
設
の
建
設
に
向

け
た
諸
費
用
、（
仮
称
）茂
原
長
柄

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
な
ど
の
、
将
来
を
見
据
え
た

財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
の
投
資
効
果
や
緊
急
性
を
十
分

勘
案
し
、「
茂
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、「
第
５

次
３
か
年
実
施
計
画
」
お
よ
び

「
行
財
政
改
革
大
綱
第
６
次
実
施

計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
る
と
と

も
に
、
歳
入
の
確
保
に
最
大
限
努

力
し
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
財
政
運

営
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
の
主
要
施
策�

�

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

　

先
般
、
国

会
に
お
い
て

「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実

現
に
向
け
、
緊

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
方
の
ご
信

任
を
い
た
だ
い
て
、
２
期
８
年
に

わ
た
る
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
国
際
交
流
協
会
の
設

立
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
、
大
手
企
業

の
誘
致
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
、

財
政
調
整
基
金
の
積
み
増
し
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
「
大
胆
に
・

着
実
に
」
展
開
し
、
私
が
掲
げ
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
も
お
お

む
ね
実
行
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
議
員
各
位
な
ら
び
に

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算
編
成

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
は
税

制
改
正
の
影
響
に
よ
る
法
人
市
民

税
の
減
が
あ
る
も
の
の
、
給
与
所

得
の
伸
び
に
よ
る
個
人
市
民
税
、

住
宅
の
新
規
建
設
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
増
等
に
よ
り
、
ほ
ぼ
前
年

並
み
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費
等

の
義
務
的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
支
援
の
充
実
や
、
雇
用
の
創

出
に
つ
な
が
る
「
茂
原
に
い
は
る

<一般会計予算の用語説明>特別会計
228億7,316万円（対前年伸び率3.0％）

会　　計 H28当初予算額 伸び率
国民健康保険事業費 131億2,032万円 3.5％
下 水 道 事 業 費 16億5,279万円 ▲ 4.4％
農業集落排水事業費 3億7,986万円 0.7％
駐 車 場 事 業 費 9,099万円 ▲ 0.6％
介 護 保 険 事 業 費 65億8,528万円 2.9％
後期高齢者医療事業費 10億4,392万円 11.7％

計 228億7,316万円 3.0％

歳　入
市 税 皆さんに納めていただく税金
国県支出金 国・県からの負担金や補助金など
市 債 国や銀行からの借入金
地方交付税 国税の一部から市の財政状況に応じて交付されるもの

交 付 金 県税の一部から市へ交付されるものや交通反則金の一
部が国から市へ交付されるもの

諸 収 入 貸付金の元利収入・雑入など
地方譲与税 国税から市へ譲与される税金
そ の 他 皆さんに納めていただく負担金や使用料・手数料など

歳　出
民 生 費 社会福祉・児童福祉などの経費
公 債 費 借入金の返済金
土 木 費 道路・公園・橋・河川の整備などの経費
総 務 費 市役所の全般的な経費
衛 生 費 保健福祉・ごみ処理などの経費
教 育 費 小中学校・幼稚園や図書館などの経費
商 工 費 商工業や観光の振興などの経費
消 防 費 消防や救急活動などへの負担金
農林水産業費 農業委員会や農林業などの経費
議 会 費 議会活動に要する経費

▲施政方針演説をする田中市長

お問い合わせは、
施政方針について
企画政策課（４階）
☎（20）１５１６、5（20）１６０３、
予算の概要について
財政課（４階）
☎（20）１５１７、5（20）１６０３へ。
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◆
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

設
置
か
ら
35
年
が
経
過
し
て
お

り
、
建
物
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

ま
た
調
理
設
備
の
耐
用
年
数
も
優

に
超
え
、
建
て
替
え
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
速
や

か
に
建
設
が
必
要
で
あ
る
」
と
の

学
校
給
食
施
設
検
討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
移
転
改
築
す
る
た

め
の
用
地
購
入
費
を
新
年
度
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
中
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
早
期
に
建
設
着
手
が
で

き
る
よ
う
、
事
業
手
法
等
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
・�

�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
平

成
27
年
度
中
に
策
定
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
本
市
発
祥
の

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
３
月
６

日
に
「
第
１
回
千
葉
県
タ
ッ
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
普
及
に
努
め

ま
す
。

◆
国
際
化
の
推
進

　

姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
よ
り
、
本
年
10

月
末
に
現
地
で
開
催
さ
れ
る
「
茂

原
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
招
待
を

受
け
て
お
り
、
姉
妹
都
市
関
係
を

よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
、
訪
問

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
末
に
は
、
千
葉

県
の
姉
妹
州
で
あ
る
ア
メ
リ
カ　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
か
ら
の
訪
問

団
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
茂
原
市
国
際
交
流
協

会
と
連
携
を
深
め
、
市
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
、
国
際
化
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
民
設
学
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
多
子
世
帯
お
よ
び
低
所
得

者
へ
の
利
用
料
補
助
や
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
経
済
的
自
立
に
資
す
る
、

資
格
取
得
促
進
の
た
め
の
「
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
創
設

す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

教
育
文
化

教
育
環
境
の
整
備

・
奨
学
資
金
貸
付
費
（
奨
学
資
金

管
理
シ
ス
テ
ム
電
算
委
託
料
、

奨
学
資
金
貸
付
金
等
）

 

３
４
０
０
万
円

・
小
学
校
教
材
備
品
整
備
事
業

（
う
ち
備
品
購
入
費
）

 

１
０
７
７
万
円

・
中
学
校
教
材
備
品
整
備
事
業

（
う
ち
備
品
購
入
費
：
教
科
書

改
訂
に
伴
う
教
師
用
指
導
書
の

整
備
等
８
１
９
万
円
）

 

１
６
９
４
万
円

教
育
内
容
の
充
実

・
小
学
校
国
際
教
育
推
進
事
業

（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
活
用
） １
２
２
２
万
円

・
小
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業

 

３
０
０
９
万
円

・
中
学
校
国
際
教
育
推
進
事
業

（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
活
用
、
海
外
派
遣
）

 

２
０
０
１
万
円

・
中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業

 

９
６
７
万
円

・
幼
稚
園
教
育
扶
助
費
（
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助
金
等
）

 

８
４
５
３
万
円

特
別
支
援
教
育
の
充
実

・
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育
支

援
員
活
用
事
業

 

２
４
４
７
万
円

学
校
給
食
の
充
実

・
学
校
給
食
委
託
費

 

２
億
３
０
４
４
万
円

・
給
食
運
営
費
（
賄
材
料
費
等
）

 

４
億
１
０
１
２
万
円

・
共
同
調
理
場
建
設
事
業

 

８
５
４
７
万
円

社
会
教
育
施
設
の
整
備

・
図
書
館
管
理
運
営
費

 

１
億
２
１
７
６
万
円

健
康
福
祉

地
域
福
祉
の
充
実

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

事
業
（
二
宮
・
豊
田
・
五
郷
・

豊
岡
・
東
郷
・
総
合
市
民
）

 

１
億
２
５
２
１
万
円

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
改

修
工
事
等
）

 

２
億
６
１
６
１
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

 

８
９
５
２
万
円

◆
児
童
福
祉
の
充
実

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
子

育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
お
り
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
４
月

か
ら
豊
田
保
育
所
に
お
い
て
、
朝

の
保
育
時
間
を
30
分
早
め
、
午
前

７
時
か
ら
の
「
延
長
保
育
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基

盤
整
備
を
進
め
る
中
で
、
平
成
28

年
度
は
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の

推
進
の
た
め
の
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
生
活
支

援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
体
制

整
備
に
向
け
、
多
様
な
主
体
間
の

情
報
共
有
お
よ
び
連
携
・
協
働
に

よ
る
生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
居
住
の
安
定
に
係
る
施

策
と
し
て
、
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
主
要
事
業
と
予
算

※
傍
線
は
新
規
事
業
。
１
万
円
単
位
で
端
数
処
理
し
て
い
ま
す
。

▲子育て支援を充実

教育文化
次世代を担う子ども
たちを育て、すべて
の人が生涯を通し学
習していくまち

健康福祉
健康で生きがいの
ある安心して暮らす
ことのできるまち
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◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障

害
者
差
別
解
消
法
）」
が
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
国
が
定
め
る
基
本
方

針
等
を
踏
ま
え
、
広
報
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
等
を
通
じ
て
、
周
知
・
啓

発
に
努
め
ま
す
。

◆
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援

　

平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
た
、
男
性
に
よ
る
子
育
て

を
支
援
す
る
「
イ
ク
メ
ン
講
座
」、

健
康
な
体
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し

た「
新
婚
家
庭
健
康
づ
く
り
教
室
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
し

や
す
い
家
庭
づ
く
り
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
妊
産
婦
な
ど
が

抱
え
る
不
安
の
解
消
を
図
る
た
め

の
相
談
・
支
援
を
行
う
拠
点
と
し

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し

た
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
に
、
助
産
師
を
増
員
し
、

相
談
・
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
健
康
増
進
計
画
・�

�

食
育
推
進
計
画
の
策
定

　

近
年
の
急
速
な
高
齢
化
や
生
活

習
慣
の
変
化
に
よ
り
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
健
康
づ
く
り
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
食
を
楽

し
み
、
食
の
大
切
さ
を
享
受
で
き

る
生
活
の
実
現
に
向
け
、
平
成
28

年
度
中
に
「
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

児
童
福
祉
の
充
実

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
う
ち
学
童
保
育
利
用
料
補
助
金

４
７
１
万
円
） 

６
３
５
０
万
円

・
私
立
保
育
園
等
運
営
費
補
助
事

業 

２
９
９
４
万
円

・
児
童
保
育
委
託
事
業
（
制
度
移

行
に
伴
う
保
育
委
託
料
の
増
）

 

４
億
６
７
５
１
万
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業

 

12
億
５
０
０
７
万
円

・
公
立
保
育
所
維
持
管
理
費

 

３
６
２
１
万
円

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
老
人
措
置
事
業
（
措
置
委
託
）

 

８
２
６
９
万
円

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業 

５
６
４
万
円

・
介
護
基
盤
等
整
備
促
進
事
業

（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設

等
の
開
設
準
備
、
整
備
を
行
う

事
業
者
に
対
し
て
の
補
助
金
）

 

１
億
８
６
１
２
万
円

・
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
対
策
事

業
（
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
助
成
費
） 

79
万
円

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
事
業
（
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
委
託

料
） 

２
０
９
万
円

障
害
者
福
祉
の
充
実

・
介
護
給
付
事
業

 

８
億
２
２
９
９
万
円

・
訓
練
等
給
付
事
業

 

４
億
１
２
６
８
万
円

・
自
立
支
援
医
療
給
付
事
業

 

１
億
４
４
３
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費

助
成
事
業

 

１
億
７
１
６
３
万
円

・
障
害
児
通
所
支
援
事
業

 

１
億
７
５
４
０
万
円

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
の
充
実

・
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
事
業
（
う

ち
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

３
７
５
万
円
） 

２
０
９
１
万
円

・
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

 

３
億
５
３
７
９
万
円

低
所
得
者
福
祉
の
推
進

・
臨
時
福
祉
給
付
金
・
年
金
生
活

者
等
支
援
給
付
金
給
付
事
業

 

１
億
３
３
９
８
万
円

・
生
活
保
護
扶
助
費
（
生
活
扶
助
、

住
宅
扶
助
、
介
護
扶
助
、
医
療

扶
助
等
）

 

18
億
１
４
０
７
万
円

成
人
保
健
事
業
の
充
実

・
健
康
診
査
事
業

 

９
５
２
１
万
円

・
特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業

 

４
２
５
万
円

母
子
保
健
事
業
の
充
実

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

 

２
億
７
０
０
９
万
円

・
予
防
接
種
事
業

 

１
億
９
５
９
４
万
円

◆
二
級
河
川
一
宮
川
の
整
備

　

県
が
行
う
浸
水
対
策
の
早
期
実

施
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、

本
市
が
実
施
す
る
内
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
一
宮
川
の
整
備
計
画
と

の
整
合
を
図
っ
た
上
で
、
補
助
事

業
に
採
択
さ
れ
、
早
期
に
事
業
を

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
県
が
検
討
し
て
い
る
第

二
調
節
池
の
増
設
位
置
に
つ
い
て

は
、
１
月
31
日
の
説
明
会
に
お
い

て
、一
宮
川
の
北
側
の
上
茂
原
・
鷲

巣
付
近
に
増
設
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、今
後
、早
期
整
備

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
の
整
備

　
「
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
処
理
場
施
設
の
老
朽
化

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平

成
29
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で

進
め
て
い
る
、
東
部
台
地
区
の
下

水
道
管か

ん

渠き
ょ

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

◆
茂
原
公
園
の
整
備

　

桜
の
木
の
健
全
度
調
査
お
よ
び

外
科
治
療
の
実
施
や
、「
公
園
再

生
計
画
」
に
よ
る
施
設
の
改
修
を

図
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
充
実
等
に
努
め
、
観
光
地
と
し

て
の
魅
力
の
増
進
お
よ
び
多
世
代

の
市
民
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

◆
生
活
道
路
の
整
備

　

市
道
３
級
８
０
１
４
号
線
（
綱

島
地
先
）
を
は
じ
め
、
３
路
線
の

道
路
改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
橋
梁り

ょ
う

の
維
持
補

修
に
つ
い
て
は
、
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、

幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
６
路
線

の
舗
装
補
修
お
よ
び
、「
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
く
、

２
橋
の
橋
梁り

ょ
う

補
修
と
、
26
橋
の
点

検
を
実
施
し
ま
す
。

▲助産師や保健師等による相談

生活環境
人と自然が共生し、
ゆとりと潤いに満ち
た環境にやさしいま
ち
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◆
住
宅
環
境
の
整
備
促
進

　
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基

づ
く
「
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事

業
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
耐
震
改
修
と
同
時
に
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す
る
補
助
制

度
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

住
宅
の
耐
震
化
を
さ
ら
に
促
進
し

ま
す
。

◆
防
災
体
制
の
充
実

　

防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

と
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
お
よ
び
減
災
に
取
り
組
む
機
会

と
し
て
、８
月
27
日
に「
第
37
回
九

都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」
の
千
葉

県
会
場
訓
練
を
、
県
と
合
同
で
富

士
見
公
園
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

◆
防
犯
体
制
の
充
実

　

犯
罪
の
抑
止
効
果
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
、
本
年
３

月
末
ま
で
に
新
た
に
20
台
設
置
し
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
防
犯

灯
の
整
備
と
併
せ
て
運
用
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
茂
原
警
察

署
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い

き
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

平
成
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
た「
第
10
次
交
通
安
全
計
画
」

に
基
づ
き
、
総
合
的
な
交
通
安
全

施
策
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
な

い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
歩
道
整
備

　

二
宮
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る

市
道
２
級
21
号
線（
国
府
関
地
先
）

お
よ
び
企
業
誘
致
の
た
め
の
基
盤

整
備
と
し
て
、
旧
茂
原
工
業
高
校

東
側
の
市
道
２
級
34
号
線
（
東
郷

地
先
）
の
２
路
線
の
歩
道
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政

　

千
葉
県
地
方
消
費
者
行
政
活
性

化
基
金
等
の
活
用
に
よ
り
、「
茂

原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
相

談
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た

体
制
を
維
持
・
充
実
さ
せ
、
か
し

こ
い
消
費
者
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

事
業
費
ベ
ー
ス
で
32
・
４
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

引
き
続
き
、
早
期
完
成
に
向
け

て
事
業
を
進
め
ま
す
が
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
な
が
ら
、

地
元
推
進
協
議
会
と
と
も
に
進
む

べ
き
方
向
性
を
見
極
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
本
納
駅
東
地
区
の
整
備

　
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
か
ら

「
地
区
計
画
」
へ
の
整
備
手
法
の

変
更
手
続
き
を
行
う
と
と
も
に
、

中
曽
根
踏
切
か
ら
国
道
１
２
８
号

バ
イ
パ
ス
ま
で
の
区
画
道
路
１
号

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
整
備

　

桑
原
梅
田
線
に
お
い
て
、
事
業

用
地
１
件
の
取
得
を
実
施
し
、
小

林
浜
町
線
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
用
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

　

市
道
１
級
15
号
線
（
下
太
田
地

先
）
を
は
じ
め
、
２
路
線
を
整
備

し
ま
す
。

◆（
仮
称
）茂
原
・
長
柄
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業

　

地
元
お
よ
び
地
権
者
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
円
滑

な
用
地
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
、
長
柄
町
、
東

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連

・
母
子
保
健
事
業 

 

７
１
３
１
万
円

・
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
妊

産
婦
・
父
親
を
対
象
と
し
た
講

座
の
開
催
等
） 

１
４
９
万
円

医
療
体
制
の
充
実

・
病
院
事
業
負
担
金 

【
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
】

 

５
億
１
７
６
万
円

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
運
営

・
保
険
税
賦
課
徴
収
事
務
費
（
う

ち
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
契
約
受

付
事
業
に
か
か
る
分
）

　
【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

 

４
０
３
万
円

生
活
環
境

生
活
道
路
の
整
備

・
道
路
改
良
事
業

 

１
億
１
７
９
４
万
円

河
川
の
整
備

・
排
水
路
維
持
管
理
費

 

１
４
３
２
万
円

・
河
川
維
持
管
理
費

 

１
０
１
７
万
円

・
河
川
改
修
事
業
（
準
用
河
川
乗

川
の
整
備
） 

１
５
１
５
万
円

排
水
の
適
正
処
理

・
内
水
対
策
関
連
事
業

 

１
億
８
０
３
４
万
円

・
排
水
整
備
事
業

 

１
１
５
２
万
円

公
園
の
整
備

・
都
市
公
園
等
維
持
管
理
費

 

４
０
５
９
万
円

・
茂
原
公
園
再
生
事
業
（
サ
ク
ラ

の
点
検
、外
科
治
療
業
務
委
託
）

 

３
３
４
万
円

住
宅
環
境
の
整
備
促
進

・
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

（
う
ち
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工

事
に
伴
う
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

１
０
０
万
円
） 

４
３
０
万
円

・
市
営
住
宅
管
理
費

 

２
６
８
９
万
円

防
災
体
制
の
充
実

・
防
災
行
政
無
線
施
設
事
業

 

８
４
７
２
万
円

・
災
害
非
常
用
対
策
事
業

 

１
２
６
０
万
円

防
犯
体
制
の
充
実

・
防
犯
設
備
設
置
・
管
理
費

 

３
３
６
１
万
円

交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

 

６
０
８
０
万
円

都
市
基
盤

秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
の
推
進

・
茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業

 

６
億
５
７
４
７
万
円

◆
茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業

　

平
成
27
年
度
末
の
進
捗ち

ょ
く

率
は
、

▲新たに設置された防犯カメラ

都市基盤
地域の中心として、
人、もの、情報が行
き交う、活気とにぎ
わいのある暮らしを
ささえるまち
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携
を
図
り
、
早
期
の
供
用
開
始
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

　

県
に
よ
り
整
備
区
間
7.2
㎞
の
う

ち
、
6.5
㎞
が
事
業
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
長
南
町
坂
本
地
先

で
改
良
工
事
等
が
進
め
ら
れ
、
茂

原
区
間
は
、
野
牛
・
台
田
・
立
木
・

三
ヶ
谷
地
区
に
お
い
て
地
元
説
明

会
が
行
わ
れ
、
用
地
交
渉
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

　

現
在
、
県
道
茂
原
環
状
線
に
つ

い
て
、
主
要
地
方
道
千
葉
茂
原
線

か
ら
国
道
１
２
８
号
腰
当
交
差
点

間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
用
地
取
得
の
難
航
か
ら
、
整

備
が
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
一

部
あ
り
ま
す
。

　

本
道
路
は
圏
央
道
の
開
通
以
降
、

バ
イ
パ
ス
機
能
と
し
て
の
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
整

備
に
向
け
、
今
後
と
も
県
と
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

が
打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
回
の
合
意
は
、
幅
広
い
分
野
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
中
山

間
地
域
だ
け
で
な
く
、
相
対
的
に

条
件
が
整
っ
た
農
業
地
域
に
も
打

撃
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
米
政
策
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
産
か
ら
を
目

途
と
し
た
生
産
調
整
の
廃
止
を
控

え
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料
米
へ
の

転
換
な
ど
自
主
的
な
需
給
調
整
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
需
要
に
応
じ
た

米
の
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
と

し
て
、
転
作
作
物
と
の
組
み
合
わ

せ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
茂
原
市
地
域
農
業
再
生

協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
料
自
給

力
向
上
に
向
け
た
施
策
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◆
強
い
農
業
を
推
進
す
る
た
め
の

経
営
基
盤
強
化
対
策

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進
め

る
た
め
、
市
全
域
を
一
つ
の
区
域

と
し
て
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
の
育
成
や
新
規
就
農
者
の
確

保
、
農
地
集
積
等
の
あ
り
方
等
を

定
め
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
、

昨
年
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

や
農
業
委
員
会
が
所
掌
す
る
農
地

の
賃
貸
借
な
ど
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
民
間
警
備
会

社
と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
生
態
系

の
調
査
や
遠
隔
監
視
に
よ
る
捕
獲

を
実
施
し
、
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
軽
減
と
併
せ
て
、
農
地
へ

の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、
防
護

柵
の
設
置
費
用
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
地
の
保
全
を
促
進
し

ま
す
。

・
本
納
駅
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業（
測
量
業
務
委
託
料
等
）

 

１
１
０
１
万
円

・
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業
（
賦

課
金
徴
収
事
務
）（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
手
数
料
、
不
動
産

鑑
定
料
等
） 

６
８
２
万
円

道
路
網
の
整
備

・
道
路
橋
梁
管
理
費

 

３
５
６
４
万
円

・
道
路
橋
梁
維
持
補
修
費

 

３
億
１
９
４
０
万
円

・（
仮
称
）
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
設
置
事
業

 

１
億
９
９
４
８
万
円

・
街
路
事
業
費

 

１
億
１
９
７
５
万
円

バ
ス
輸
送
の
整
備

・
地
域
公
共
交
通
運
行
事
業
（
市

民
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業
等
） 

２
３
４
３
万
円

資
源
の
有
効
利
用
の
推
進

・
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

促
進
事
業 

５
８
０
万
円

産
業
振
興

生
産
基
盤
の
整
備

・
用
排
水
施
設
整
備
事
業

 

４
億
２
０
０
万
円

・
用
排
水
施
設
維
持
管
理
費

 

４
６
８
１
万
円

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
清

水
地
区
の
排
水
機
場
基
本
設
計

業
務
委
託
） 

１
１
３
８
万
円

農
用
地
の
保
全

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
（
う
ち
野

生
獣
防
護
柵
設
置
事
業
補
助
金

㉗
万
円
） 

１
２
７
０
万
円

新
た
な
企
業
・
産
業
の
導
入

・
企
業
立
地
促
進
事
業
（
茂
原
に

い
は
る
工
業
団
地
負
担
金
等
）

 

９
億
４
６
９
４
万
円

経
営
の
近
代
化
促
進

・
中
小
企
業
資
金
融
資
事
業
（
利

用
者
へ
の
一
部
補
助
、
融
資
預

託
） 

５
億
５
０
５
６
万
円

・
中
小
企
業
者
等
振
興
総
合
支
援

事
業
（
展
示
会
出
展
、
規
格
認

証
等
を
行
う
中
小
企
業
者
に
対

し
て
の
補
助
金
等
）

 

６
３
６
万
円

・
起
業
・
創
業
支
援
事
業
（
市
内

で
の
創
業
者
に
対
し
て
の
補
助

金
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
）

 

２
４
７
万
円

観
光
資
源
の
整
備

・
茂
原
七
夕
ま
つ
り
事
業

 

１
３
５
９
万
円

▲遠隔監視によるイノシシの捕獲

◆
農
林
行
政

　

先
般
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱

産業振興
地域の活力を生か
し、次代の産業を創
造するまち
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◆
生
産
基
盤
の
整
備

　

清
水
地
区
の
農
耕
地
等
の
湛た

ん

水

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
整
備
に

向
け
た
調
査
・
計
画
を
行
い
、
早

期
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
新
川
の
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
早
野
地
区
等
の
た
め
池

の
整
備
を
行
い
、
土
地
利
用
の
高

度
化
お
よ
び
経
営
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

◆
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

　

平
成
29
年
度
の
分
譲
開
始
に
向

け
、
整
備
が
順
調
に
進
捗ち

ょ
くし
て
い

ま
す
。
地
盤
改
良
工
事
、
調
整
池

工
事
な
ど
を
実
施
し
、
平
成
28
年

度
に
は
、
道
路
工
事
や
排
水
工
事

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
今
後
の
本
市
の
産

業
経
済
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
を

図
る
上
で
、
大
変
重
要
な
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
中
小
企
業
者
等
の
支
援

　

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と

し
た
「
中
小
企
業
者
等
振
興
総
合

支
援
事
業
補
助
金
」
お
よ
び
、
市

内
で
の
新
規
創
業
者
を
対
象
と
し

た
「
創
業
支
援
補
助
金
」
を
創
設

し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
、

市
内
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と

振
興
に
努
め
ま
す
。

◆
観
光

　

２
月
14
日
に
第
２
回
目
と
な
る

「
冬
の
七
夕
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、

多
く
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
、「
七
夕
の
ま
ち
茂
原
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
春
の
「
桜
ま
つ
り
」、

本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

夏
の
「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」、
秋

の
「
茂
原
秋
ま
つ
り
」
を
、
本
年

も
盛
大
に
開
催
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅

力
発
信
と
、
一
層
の
観
光
振
興
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
お
よ
び

圏
央
道
を
最
大
限
に
活
か
し
た
対

岸
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
生
地
域

観
光
連
盟
と
連
携
し
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
へ
向
け
て
、
長
生
エ
リ

ア
の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、
新

た
な
観
光
集
客
に
結
び
付
け
ま
す
。

に
、大
変
有
利
な
条
件
で
あ
る「
公

共
施
設
最
適
化
事
業
債
」
が
活
用

で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

複
合
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

当
該
施
設
は
、
本
納
地
域
の
生

涯
学
習
活
動
お
よ
び
防
災
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
旧
本
納
支
所
跡
地
に
延
床

面
積
約
１
，
４
０
０
㎡
で
建
設
す

る
予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
基
本
設
計
お

よ
び
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
29

年
４
月
に
着
工
し
、
平
成
30
年
２

月
に
竣
工
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
自
治

広
報
活
動
の
充
実

・
広
報
発
行
事
業（
月
２
回
発
行
）

 

２
１
３
８
万
円

情
報
化
の
推
進

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業 

５
２
１
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

 

１
６
４
５
万
円

行
財
政
改
革
の
推
進

・
ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
附
推
進
費
（
う
ち
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用
料
⓾
万

円
） 

40
万
円

・
減
債
基
金
費
（
旧
茂
原
市
土
地

開
発
公
社
保
有
土
地
に
係
る
財

産
収
入
を
積
立
）

 

３
８
６
１
万
円

行
政
拠
点
の
整
備

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
事
業 

７
１
２
万
円

・
本
納
公
民
館
・
本
納
支
所
複
合

施
設
建
設
事
業

 

４
７
９
６
万
円

◆
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る

市
民
等
、
市
及
び
議
会
が
共
有
す

る
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
が
、
本
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
参
加
・
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

　

地
域
の
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
生
活

課
内
に
新
た
に
「
市
民
活
動
支
援

の
た
め
の
窓
口
」
を
設
置
し
ま
す
。

◆
本
納
公
民
館
・
支
所
複
合
施
設

建
設
事
業

　

平
成
17
年
度
に
実
施
設
計
を
予

算
化
し
、
そ
の
後
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
建
設
す
る
予
定
で
し
た

が
、
市
町
村
合
併
の
破
た
ん
や
、

財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
事
業

実
施
が
凍
結
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
旧
本
納
支
所
庁
舎
は
取

り
壊
し
、
平
成
19
年
か
ら
は
プ
レ

ハ
ブ
の
仮
設
事
務
所
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
協
議
の
結
果
、
現
在
策
定

中
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
位
置
付
け
、
既
存
の
施
設

の
集
約
化
・
複
合
化
を
図
る
場
合

▲メインイベントの「もばら阿波おどり」

市民自治
市民がまちづくりに
積極的に参加し、地
域に誇りと愛着の持
てるまち
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◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
期
間
と
す

る「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
よ
り
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の
協
働

に
よ
り
「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

誰
も
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
諸
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
計
画
行
政
の
推
進

　

第
５
次
３
か
年
実
施
計
画
の
進

行
管
理
と
、
計
画
に
基
づ
く
事
業

の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
同
計
画
の
期
間
が
平
成
28
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

年
度
内
に
新
た
な
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

　

茂
原
市
行
財
政
改
革
大
綱
第
６

次
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
参

画
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

な
ど
28
の
項
目
に
取
り
組
み
、
お

お
む
ね
順
調
に
進
捗ち

ょ
くし
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
実
施
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
進
行
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
目

標
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
推
進

し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

茂
原
市
を
応
援
し
た
い
、
茂
原

市
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
市
内

外
の
多
く
の
寄
附
者
の
皆
様
の
想

い
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

め
、
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
を
貴
重

な
財
源
と
し
て
、
市
政
各
般
に
わ

た
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
寄
附
額

は
、２
月
１
日
現
在
で
72
件
・
約
１
，

２
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
を
導
入
す
る
な
ど
、

寄
附
者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
一
定
額
以
上

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
市
外
の

方
に
贈
呈
す
る
記
念
品
の
拡
充
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
ま
す
。

茂
原
市
議
会�

�
副
議
長
を
選
出

　

平
成
28
年
茂
原
市
議
会
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
金
坂
道

人
氏
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

副議長
金 坂 道 人 氏

平成27年度3月補正予算
　平成28年茂原市議会第１回定例会において、一般会計9億9,275万円、
特別会計2億2,764万円の補正予算が可決されました。

一般会計補正予算額　9億9,275万円
（補正後予算額295億4,554万円）

《歳入》
○市税…………………………………………………………… 4億1,848万円
○地方譲与税………………………………………………………… 1,900万円
○地方消費税交付金…………………………………………… 1億3,000万円
○自動車取得税交付金……………………………………………… 3,900万円
○地方交付税………………………………………………………… 1,551万円
○分担金及び負担金……………………………………………… ▲2,542万円
○国庫支出金……………………………………………………… 3億142万円
○県支出金……………………………………………………………… 828万円
○財産収入……………………………………………………………… 118万円
○繰入金…………………………………………………………………… 0万円
 （減債基金繰入金1億円、財政調整基金繰入金▲1億円）
○繰越金……………………………………………………………… 9,978万円
○諸収入……………………………………………………………… 7,312万円
○市債……………………………………………………………… ▲8,760万円

《歳出》
○議会費………………………………………………………………… 166万円
○総務費………………………………………………………… 7億2,109万円
○民生費………………………………………………………… 3億9,867万円
○衛生費……………………………………………………………… ▲980万円
○農林水産業費…………………………………………………… ▲3,625万円
○商工費…………………………………………………………… ▲1,546万円
○土木費……………………………………………………… ▲1億8,433万円
○教育費……………………………………………………………… 5,680万円
○公債費……………………………………………………………… 6,037万円

主な事業内容
・歳出
 人件費を各費目にわたり補正…………………………………… 1,332万円

【総務費】
　情報化推進事業（情報セキュリティ強化対策） ……………… 2,451万円
 財政調整基金費………………………………………………………… 7億円
 住民基本台帳事業（通知カード・個人番号カード関連事務委任交付金）
 　…………………………………………………………………… 1,537万円

【民生費】
　国民健康保険事業特別会計繰出金………………………… 1億2,809万円
 臨時福祉給付金給付事業……………………………………… ▲4,532万円
 臨時福祉給付金・年金生活者等支援給付金給付事業…… 3億2,025万円
 児童保育委託事業（私立保育園保育委託料等） ……………… 4,866万円
 児童手当支給事業……………………………………………… ▲2,867万円
 生活保護扶助費………………………………………………… ▲5,013万円
 生活保護費等返還金……………………………………………… 4,841万円

【衛生費】
　予防接種事業…………………………………………………… ▲1,088万円

【農林水産業費】
　用排水施設整備事業…………………………………………… ▲2,120万円

【商工費】
　中小企業資金融資事業…………………………………………… ▲853万円
 企業立地促進事業（茂原にいはる工業団地負担金） ………… ▲702万円

【土木費】
　道路橋梁維持補修費…………………………………………… ▲7,902万円
 道路改良事業…………………………………………………… ▲4,271万円
 街路事業費……………………………………………………… ▲4,638万円

【教育費】
　郷土学習活動推進事業…………………………………………… 6,919万円

【公債費】
　借入金元金償還金（第三セクター等改革推進債繰上償還に伴う償還元金

等） …………………………………………………………… 1億1,239万円
 借入金利子償還金……………………………………………… ▲5,202万円

特別会計補正予算額　2億2,764万円
○国民健康保険事業会計……………………………………… 2億3,178万円
 （給付金、償還金等）
○下水道事業会計……………………………………………………… 150万円
 （財政調整基金積立金、人件費）
○農業集落排水事業会計……………………………………………… 21万円
 （人件費）
○介護保険事業会計………………………………………………… ▲553万円
 （二次予防事業、施設介護サービス給付事業等）
○後期高齢者医療事業会計………………………………………… ▲32万円
 （人件費）

※1万円単位で端数処理しています。
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任
期
満
了
に
よ
る
茂
原
市
長
選

挙
と
同
時
に
、
茂
原
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
方

　

日
本
国
民
で
平
成
８
年
４
月
25

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
28
年
１

月
16
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
登
録

を
し
、
引
き
続
き
居
住
さ
れ
て
い

る
方
で
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、

投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た

方
を
除
く
）。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
満
⓴
歳

以
上
の
方
の
み
が
投
票
で
き
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
市
内
転
居
し
た
方

　

４
月
１
日
以
降
に
市
内
で
住
所

変
更
の
届
出
を
し
た
方
は
、
旧
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
投
票
の
順
序

　

最
初
に
茂
原
市
長
選
挙
の
投
票

用
紙
を
交
付
し
ま
す
。「
候
補
者

名
」
１
名
だ
け
を
記
載
し
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
茂
原
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。

同
じ
く
「
候
補
者
名
」
１
名
だ
け

を
記
載
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
整
理
券
は
封
書
式

　

入
場
整
理
券
は
４
月
14
日
㊍
頃

か
ら
郵
送
を
始
め
る
予
定
で
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
配
達
さ
れ
る
ま

で
に
多
少
の
日
数
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
は
封
書
式
で
世
帯

主
宛
に
同
一
世
帯
６
人
ま
で
を
一

緒
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
必
ず

開
い
て
中
を
確
認
の
上
、
各
自
の

入
場
整
理
券
を
切
り
離
し
て
、
投

票
所
に
は
本
人
の
分
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
受
付
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◆
期き

日じ
つ

前ぜ
ん

投
票
の
お
知
ら
せ

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、「
宣

誓
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

宣
誓
書
は
入
場
整
理
券
の
裏
側

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
期
日
前

投
票
所
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

期
間
＝
４
月
18
日
㊊
～
23
日
㊏

／
場
所
＝
市
役
所
１
階
１
０
２
会

議
室
、
本
納
公
民
館
／
時
間
＝
８

時
30
分
～
20
時
（
本
納
公
民
館
は

17
時
ま
で
）
※
入
場
整
理
券
持
参

◆
病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
中
で
不
在
者
投

票
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈
市
内
の
指
定
病
院
・
施
設
な
ど
〉

　

山
之
内
病
院
・
公
立
長
生
病
院
・

茂
原
中
央
病
院
・
君
塚
病
院
・
宍

倉
病
院
・
菅
原
病
院
・
鈴
木
神
経

科
病
院
・
茂
原
神
経
科
病
院
・
つ

く
も
苑
・
長
生
共
楽
園
・
実
恵
園
・

光
風
荘
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ず
さ
・

長
生
苑
・
真
名
実
恵
園
・
第
二
長

生
共
楽
園
ひ
め
は
る

※
全
国
の
指
定
病
院
（
施
設
）
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
、
通
学
、
旅
行
な
ど
で
ほ

か
の
市
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票

日
ま
で
に
茂
原
市
に
帰
れ
な
い
方

で
も
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
郵
送
に
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
不
在
者
投
票
の
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

障
害
の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
法
に
お

け
る
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
で
あ
る
方
）
で
、
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
自

宅
で
郵
送
等
に
よ
り
投
票
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
ご
利
用
に
な
る
に

は
、
氏
名
等
を
自
書
で
き
る
こ
と

が
原
則
で
す
が
、
障
害
の
内
容
が

一
定
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
の

で
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

　

選
挙
公
報
は
、
４
月
20
日
㊌
頃

の
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
産
経
・

日
経
・
東
京
・
千
葉
日
報
の
朝
刊

に
折
り
込
み
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
「
広
報
も
ば
ら
」
を
郵
送
で

受
け
取
っ
て
い
る
世
帯
に
は
、
直

接
郵
送
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
市
の
公
共
施
設
に
公

報
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
が
、

入
手
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、5
⒇
１
６
０
４
へ
。

いっぴょうに
きもちをこめて

とうひょうを

４月24日㊐は
茂原市長選挙・
茂原市議会議員

補欠選挙
の投票日です。
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～男女がお互いを思いやり、ともに支え合う社会づくりのために～

男女ハートフル共生プラン～茂原市男女共同参画計画（第３次）～を策定

　市では、男女共に、個性と能力を十分に発揮して責任と喜びを分かち合い、あ
らゆる分野における活動に参画することのできる「男女共同参画社会」の実現を
目指して、「男女ハートフル共生プラン～茂原市男女共同参画計画（第３次）～」
を策定しました。計画書本文については、企画政策課ウェブページをご覧ください。
http://www.city.mobara.chiba.jp/soshiki/2-1-0-0-0_11.html

<計画の構成>
　男女ハートフル共生プランでは、「女性と男性が、互いを理解し、協力し合うこと」を計画の基本理念
に掲げ、以下の５つの基本目標を設定し、主要課題と具体的な施策の方向を位置づけています。

<計画の期間>
　2016年度（平成28年度）から2020年度（平成32年度）までの５年間とし、今後の社会情勢やニーズ
の変化に応じて見直しを行い、事業の効果的な推進を図ります。

基本目標Ⅰ　人権の尊重
　人権の尊重は、男女共同参画の根底をなす基本理念です。男女の人権が尊重される社会の実現を目指し
ます。
○人権尊重意識の啓発　○男女平等の意識づくり　○男女平等の視点に立った教育・学習の推進

基本目標Ⅱ　あらゆる暴力の根絶
　暴力は個人の尊厳を踏みにじる決して許されない行為です。あらゆる暴力をなくすための啓発運動と暴
力の早期発見・相談体制の充実に努めます。
○暴力の防止と被害者支援の充実

基本目標Ⅲ　様々な分野における男女共同参画
　方針や意思決定の過程において、男女双方の意見が反映されるよう、環境整備を行います。また、男女
が共同して地域社会における活動に参画し、まちづくりを進めます。
○政策・方針決定過程における男女共同参画　○地域社会における男女共同参画

基本目標Ⅳ　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進
　豊かでゆとりある生活を送るためには、男女が家庭と労働の場において協力し合うことが必要です。特
に男性には、従来の職場中心の生活から職場・家庭・地域のバランスのとれた生活への転換が図れるよう
取り組みます。

○家庭における男女共同参画　○労働の場における男女共同参画

基本目標Ⅴ　男女がともにいきいきと活動できる環境づくり
　生涯にわたって様々な分野で活動するためには、心身ともに健康で暮らせる環境づくりが必要です。さ
らに、これまで女性の参画が少なかった防災や防犯分野についても、男女のニーズの違いに配慮した対策
を推進します。

○安心して活動できる環境の整備　○健やかに安心して暮らせる環境の整備

　なお、計画策定にあたり、１月20日～２月19日まで、パブリックコメント（市民意見募集）手続きを
実施したところ、11件のご意見をいただき、うち２件を計画に反映しました。ご意見に対する市の考え
については、企画政策課ウェブページにて公表しています。

お問い合わせは、企画政策課（４階）☎（20）１５１６、5（20）１６０３へ。



12

１
０
０
歳
に
な
る
方
（
上
記
の

方
へ
４
月
末
に
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
）。
ま
た
は
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
じ

ん
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
。

②
今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
無
い
方

【
任
意
予
防
接
種
】

①
65
歳
以
上
で
定
期
予
防
接
種
対

象
者
で
な
い
方
※
66
歳
～
69
歳
、

71
歳
～
74
歳
の
方
な
ど

②
今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
無
い
方
、
ま
た
は
前
回
の
接

種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い

る
方

◆
接
種
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日

◆
助
成
回
数　

１
人
１
回
限
り

◆
助
成
額　

３
０
０
０
円
（
助
成

額
を
超
え
た
額
は
自
己
負
担
）

※
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
送

付
さ
れ
た
予
診
票
は
、
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

　

市
で
は
、
茂
原
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対

象
に
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者
（
①
・
②
両
方
を

満
た
す
方
）

【
定
期
予
防
接
種
】

①
本
年
度
の
接
種
対
象
者
は
、
平

成
28
年
度
末
ま
で
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方

⑤
過
去
に
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

方
◆
対
象
資
格

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
調
理
師
、
製
菓
衛

生
師
な
ど

◆
給
付
金
の
種
類
・
支
給
額

①
訓
練
促
進
給
付
額

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

月
額
10
万
円

・
住
民
税
課
税
世
帯

　

月
額
７
万
５
０
０
円

②
修
了
支
援
給
付
金

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

５
万
円

・
住
民
税
課
税
世
帯

　

２
万
５
千
円

◆
支
給
期
間

①
訓
練
促
進
給
付
金

　

修
業
期
間
の
全
期
間
で
、
申
請

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
子
家
庭
の
父
が
、
就
職
を
容

易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
修
業

期
間
中
の
生
活
不
安
を
解
消
し
、

安
定
し
た
修
業
環
境
を
提
供
す
る

た
め
、
訓
練
促
進
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

訓
練
促
進
給
付
金
申
請
時
に
、

20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父

子
家
庭
の
父
で
、
次
の
全
て
の
条

件
を
満
た
す
方
。

①
市
内
在
住
で
、
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所

得
水
準
に
あ
る
方

③
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、

対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
方

④
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

の
あ
っ
た
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
修
了
支
援
給
付
金

　

修
了
後
、
原
則
30
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

支
給
金
額
や
支
給
期
間
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３
、5
⒇
１
６
１
０
へ
。

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
市
内
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
20
台
設
置
し
ま
し

た
。
設
置
場
所
は
、
茂
原
警
察
署

や
各
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
市

内
各
駅
周
辺
や
主
要
な
交
差
点
等

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、「
茂
原
市
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
管
理
運
用
に
関
す
る
基

準
」
に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運

用
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
へ

高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
の
ご
案
内

防犯カメラを
新設しました！

平
成
28
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
費
用
の
一
部
助
成
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市
で
は
、「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
者
」
お
よ
び
「
８
０
２
０

運
動
普
及
標
語
」
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

◆
日
時
＝
５
月
26
日
㊍

　
　
　
　

９
時
30
分
集
合

認知症予防教室(いきいき脳と体の健康教室)

参加者・学習サポーターを募集

募集！
よい歯のコンクール出場者

＆
８０２０運動普及標語

◆
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
＝
①
４
月
１
日
現
在
80
歳

以
上
で
完
全
に
治
療
さ
れ
て
い

る
自
分
の
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
、

さ
し
歯
で
も
可
）
が
20
本
以
上

あ
り
、
歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ

が
良
好
で
、
口
の
中
が
き
れ
い

に
清
掃
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
、

②
平
成
27
年
４
月
～
平
成
28
年

３
月
ま
で
の
間
に
３
歳
児
歯
科

健
診
を
受
診
し
た
む
し
歯
の
な

い
幼
児
と
そ
の
父
ま
た
は
母

◆
申
込
期
限
＝
４
月
28
日
㊍

８
０
２
０
運
動
普
及
標
語

◆
応
募
基
準
＝
歯
科
疾
患
（
む
し

歯
お
よ
び
歯
周
疾
患
）
の
予
防

に
関
す
る
も
の
／
応
募
資
格
＝

長
生
郡
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
◆
応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

◆
応
募
締
切
＝
４
月
28
日
㊍

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
９
７
－
０
０
２
９

茂
原
市
高
師
３
０
０
１

☎
�
１
７
２
５
、5
�
１
８
６
５
へ
。

献血にご協力をお願いします
日時＝４月４日㊊
　　　10時～ 16時
会場＝保健センター
主催＝茂原中央ライオンズクラブ
共催＝茂原市献血推進協議会
お問い合わせは、健康管理課（２階）
☎（20）1 5 7 4、5（20）1 6 0 0へ。

　市では、健康で、いきいきと毎日を過ごせるよう、やさ
しい計算や簡単な読み書き、軽運動で脳と体を活性化させ
る認知症予防教室を行います。ぜひ参加してみませんか？
認知症に関心がある方もご参加ください。

参加者募集
◆対 象 者　65歳以上で介護認定を受けておらず、

自力で教室に通うことができる市内在住
の方。

◆内 容　くもん教材学習30分、軽運動30分
◆定 員　グループ①９時30分～ 10時35分、20人
 グループ②10時５分～ 11時10分、20人
◆期 間　５月26日～９月29日までの毎週木曜日

（全16回）
◆教 材 費　1,000円×４カ月（毎月集金）
◆会 場　中央公民館
◆そ の 他　説明会（５月19日㊍）を中央公民館で

９時30分～ 12時に行います。
◆申込方法　４月28日㊍までに電話でお申し込みく

ださい（先着順）。
※新規に参加希望の方を優先します。なお、参加され

た事のある方は、教材が重複しますのでご承知おき
ください。

学習サポーター募集
　認知症予防教室の運営をお手伝いしていただける学
習サポーターを募集します。

◆対 象 市内在住で、認知症予防とボランティア
に興味があり活動支援にご協力いただけ
る方

◆定 員 15人
◆期 間 ５月26日～９月29日までの毎週木曜

日、９時15分～ 11時30分　
※活動日は、調整のうえ16回のうち８～ 10回程度を

予定
◆謝 礼 交通費程度（説明・研修会は対象外）
◆そ の 他 説明・研修会（５月12日㊍）を中央公

民館で９時15分～ 12時に行います。
◆申込方法 ４月28日㊍までに電話でお申し込みく

ださい（申込多数の場合は、選考）。

お申し込み・お問い合わせは、地域包括支援センター（２階）☎（20）１５８３、5（26）６７８８へ。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
な
ど
に
効
率
よ

く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
分
か
り

や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
役
所
を

目
指
し
、
行
政
組
織
の
構
成
や
配

置
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

◆
主
な
変
更
点

１
「
交
通
政
策
係
」
の
新
設

　

生
活
課
で
担
当
し
て
い
た
市
民

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
交
通

弱
者
対
策
を
含
む
、
公
共
交
通
施

策
の
担
当
と
し
て
、
都
市
計
画
課

「
交
通
政
策
係
」を
新
設
し
ま
し
た
。

２
係
の
分
割
、
変
更

　

教
育
総
務
課
「
総
務
係
」
を
、

「
総
務
係
」
と
「
施
設
係
」
に
分
割

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
課
「
交

通
防
犯
係
」
を
「
生
活
安
全
係
」

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

３
執
務
室
の
移
転

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
担
当
し
て
い

る
体
育
課
が
、
市
民
体
育
館
か
ら

本
庁
舎
９
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

市
民
体
育
館
の
利
用
に
関
す
る

手
続
き
は
、
引
き
続
き
市
民
体
育

館
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、5
⒇
１
６
０
２
へ
。

　

市
で
は
、
２
月
１
日
～
29
日

ま
で
、「
茂
原
市
教
育
施
策
の
大

綱
（
案
）」
お
よ
び
「
第
三
次
茂

原
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
募
集
）
手

続
き
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
左

記
の
と
お
り
、
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
各
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

◆
茂
原
市
教
育
施
策
の
大
綱（
案
）

・
募
集
期
間�

２
月
１
日
～
29
日

・
意
見
件
数�

２
人
の
方
か
ら
10
件

お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。

◆
第
三
次
茂
原
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画（
案
）

・
募
集
期
間�

２
月
１
日
～
29
日

・
意
見
件
数�

３
人
の
方
か
ら
14
件

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
を
一
部

変
更
し
ま
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
募
集
）

の
結
果

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
（
敬
称
略
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
市
へ

▽
三
枝　

巖
い
わ
お�

（
金
１
０
０
万
円
）

▽
ノ
ン
ベ
イ
ズ
バ
ン
ド

�

（
金
７
万
５
千
円
）

▽
長
谷
川　

拓た
く

人ひ
と�

（
金
５
万
円
）

▽
長
谷
川　

ゆ
り
子�（
金
５
万
円
）

▽
錢せ

ん　

妙
び
ょ
う

玲れ
い�

（
金
３
万
円
）

▽
黒
木　

亜
希
子�

（
金
２
万
円
）

▽
石
本　

行
夫�

（
金
１
万
円
）

▽
茂
原
八
幡
神
社　

八
幡
会

�

（
金
９
３
４
９
円
）

▽
手
作
り
仲
間
の
会

�

（
金
５
３
８
５
円
）

▽
青
栁　

利
江�

（
金
５
千
円
）

プレママ・ママ集合！ 
〝ままのわ会〟に参加しませんか？
　市では、妊娠中や子育て中のお母さんが、気
軽に集まって悩みを共有したり、助産師等に相
談できる機会を設けました。
　今後の日程は、「広報もばら」の毎月15日号
等でお知らせします。
①ままのわ～妊婦編～
４月14日㊍　10時～ 12時
対象＝妊娠中の方　　内容＝妊娠中のＱ＆Ａ
②ままのわ～子育て編～
４月28日㊍　10時～ 12時
対象＝平成28年２月、３月生まれのお子さ

んがいるお母さん
内容＝母乳・ミルクは足りているの？、離乳食・

卒乳はどうしたらいいの？など悩みを皆
さんで共有しませんか？(要予約)

お問い合わせは、保健センター
☎（25）１７２５、5（25）１８６５へ。

市民バス「モバス」の 
車両が新しく 
なりました！

　４月より、市民バス「モバス」の車両２台の
うち１台を、バリアフリー対応のノンステップ
バスへ更新しました。
　車両のカラーは、「モバりん」をイメージし
た黄と緑の配色となっていて、車内の床はフル
フラットで乗り降りや移動がしやすく、どなた
にも易しくご利用いただけます。
※４月１日より、市民バス「モバス」、デマンド
交通「ふれあい」の担当課が、市民部生活課か
ら都市建設部都市計画課へ変更になりました。
お問い合わせは、都市計画課（８階）
☎（20）１５４６、5（20）１６０６へ。
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東部小学校創立40周年記念式典

市民ふれあいミーティングを開催

　創立40年を迎えた東部小学校において、40周年記念
式典が執り行われました。東部小学校は、昭和50年４
月に児童数422人で創立し、現在の児童数は551人（平
成28年２月現在）。
　記念式典では、来賓の祝辞ほか、児童誓いのことば
や東部小学校40年の歩みとしてスライドショーが行わ
れました。また、日本太鼓「TAKERU」による和太
鼓の記念演奏会も行われ、式典を盛り上げました。 ▲校長による式辞

50年へ向けてステップアップ

「茂原市を盛り上げるために」意見交換

第34回茂原市交通安全推進市民大会 20
2

　市と茂原市交通安全母の会の主催による「第34回茂
原市交通安全推進市民大会」が、ショッピングプラザ・
アスモで開催されました。
　交通安全優良ポスター表彰式や、モバりんと楽しく
学ぶ交通安全教室が行われ、多くの家族連れが参加。
また、白バイやパトカーの乗車体験、恒例のアップル
幼稚園児の鼓笛演奏で会場は盛り上がりました。

▲「３・ライト運動の歌」をみんなで歌いました

楽しくルールとマナーを身につけよう

　市政をより身近なものに感じてもらうため、「市民
ふれあいミーティング」が開催され、市内郵便局の局
長８人が市長と意見交換を行いました。
　今回のテーマは、参加者が設定した「茂原市を盛り
上げるために」。参加者からは、「郵便局見学や職場体
験に協力したい」、「モバりんのオリジナル年賀状を作
成してみてはどうか」などのアイデアが提案され、和
やかな雰囲気の中、活発な意見交換が行われました。 ▲参加団体・グループを随時募集しています

　一宮川と豊田川（約９ｋｍ）の両岸で、一宮川愛護
会（斉藤正泰会長）の主催による河川清掃活動が行わ
れ、近隣27自治会と周辺企業、県・市職員等のボラン
ティア644人が参加しました。
　参加者たちは、足場に注意しながら斜面の草むらを
掻き分け、散乱した空き缶やペットボトルなどのゴミ
を収集。河川は見違えるほどきれいになりました。

6
2

▲可燃ゴミと不燃ゴミで約１トンになりました

一宮川・豊田川の河川清掃
ポイ捨てやめて！
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お
知
ら
せ

平成28年度国民年金保険料額
下表の金額は納付書払いの場合（口座振替にするとさらに割引されます）

定額保険料額 付加込み保険料額
毎月払い １６, ２６０円 １６, ６６０円

６カ月前納（割引額） ９６, ７７０円
（７９０円）

９９, １５０円
（８１０円）

１年前納（割引額） １９１, ６６０円
（３, ４６０円）

１９６, ３７０円
（３, ５５０円）

※付加込み保険料…国民年金の定額保険料に付加保険料400円を上
乗せして納めることによって、将来受け取る年金を増やせます。
200円×[付加保険料納付月数]が老齢基礎年金の年額に加算され
ます（要申込み）。

茂
原
市
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

＝
39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

　

＝
31
万
円

◆
補
助
対
象
者

①
住
宅
（
借
家
・
販
売
目
的
の
住

宅
等
を
除
く
）
の
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
を

合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
設
置

す
る
方
（
新
築
・
建
替
を
除
く
）

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
対
象
地
域

　

公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

域
・
農
業
集
落
排
水
事
業
採
択
区

域
を
除
く
市
内
全
域

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
5
⒇
１
６
０
４

交
通
事
故
相
談
が�

�

予
約
制
に
な
り
ま
す

　

交
通
事
故
相
談
で
は
、
専
任
相

談
員
が
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠

償
請
求
、
保
険
金
請
求
や
示
談
、

そ
の
他
の
解
決
手
続
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
相
談
は
事
前
予
約

制
と
な
り
、
来
庁
、
電
話
で
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

相
談
日
時
＝
原
則
５
月
～
３
月

の
第
４
金
曜
日
（
※
12
月
と
３
月

は
第
３
金
曜
日
）
／
場
所
＝
市
役

所
５
階
／
相
談
時
間
＝
10
時
～
12

時
、
13
時
～
15
時

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
5
⒇
１
６
０
０

平
成
28
年�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施�

～
し
ん
ご
う
が
　
あ
お
で
も
よ

く
み
る
　
み
ぎ
ひ
だ
り
～

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
②
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の

周
知
徹
底
③
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
④
飲
酒
運

転
の
根
絶
の
４
つ
を
重
点
目
標
に

掲
げ
展
開
さ
れ
ま
す
。

◆
運
動
期
間
＝
４
月
６
日
㊌
～
15

日
㊎

◆
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

＝
４
月
10
日
㊐

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
5
⒇
１
６
０
０

茂
原
都
市
計
画
区
域
を�

�

変
更
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
１
月
１
日
に
行
わ
れ

た
行
政
区
域
の
変
更
に
伴
い
、
大

網
白
里
市
と
隣
接
す
る
一
部
区
域

に
つ
い
て
、
３
月
４
日
付
け
で
都

市
計
画
区
域
を
変
更
し
ま
し
た
。

問
都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、
5
⒇
１
６
０
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の�

�

交
付
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

さ
れ
た
方
に
は
、
交
付
準
備
が
で

き
次
第
「
交
付
通
知
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
「
通
知
書
」
が
届
い
た
ら
、
市

民
課
へ
交
付
予
約
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
、
ご
本
人
の
来
庁
と
「
交

付
通
知
書
」、「
通
知
カ
ー
ド
」、「
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
」
が
必
要
で
す
。

　

予
約
の
受
付
＝
平
日
（
祝
日
を

除
く
）
８
時
30
分
～
17
時
／
交
付

日
（
４
月
～
６
月
）
＝
平
日
（
祝

日
を
除
く
）
と
第
２
・
第
４
日
曜

日
／
交
付
受
付
時
間
＝
９
時
～
16

時
30
分
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

／
交
付
場
所
＝
市
民
課
（
２
階
）

問
市
民
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
２
、
5
⒇
１
６
０
０

ゴ
ミ
と
資
源
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
度
の
「
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
方
な
ど
に
は
、
環
境
保
全

課
（
６
階
）・
生
活
課
（
２
階
）・

本
納
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
、
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
5
⒇
１
６
０
４

国
民
年
金
保
険
料
に
は�

�

前
納
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
１
カ
月
ご

と
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

１
年
分
や
半
年
分
を
ま
と
め
て
前

払
い
（
前
納
）
す
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
毎
月

納
め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

前
納
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
前

納
用
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
5
⒇
１
６
０
０

公
民
館
・
市
民
会
館
は
、�

�

祝
日
も
開
館
し
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
公
民
館
お
よ

び
市
民
会
館
は
祝
日
も
開
館
し
ま

す
。
な
お
、
休
館
日
は
原
則
、
年

末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

で
す
。

問
中
央
公
民
館

☎
�
５
０
７
２
、
5
�
０
０
０
８
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相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制）執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

4月14日㊍　13時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室、
4月26日㊋　13時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 4月12日㊋　13時〜 16時／場所＝市役所5階504会議室
4月28日㊍　13時〜 16時／場所＝本納公民館／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）4月4日㊊、5月2日㊊　10時〜12時、13時〜16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）4月7日㊍、21日㊍　9時30分〜 11時30分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 4月28日㊍（平成27年10月生）／受付＝9時30分〜 10時、13時30分〜 14時／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 4月19日㊋（平成26年10月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■２歳児歯科健康診査 4月21日㊍（平成25年10月生・11月生）／受付＝9時〜 10時10分／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■3歳児健康診査 4月20日㊌（平成24年10月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■健康相談 月〜金曜日　10時〜 12時、13時〜 16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■�子育て相談
　（予約制）

子育て相談（要予約）4月15日㊎　10時30分〜 16時30分／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就
学前までの親子／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

ことばの相談（要予約）4月15日㊎、22日㊎　9時30分〜 15時／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前まで
の親子／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　母子相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、家庭問題、DV問題など／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）
☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日　10時〜 15時／場所・問合せ＝各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）　9時〜 15時／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■無料法律相談 4月27日㊌　13時〜 16時（要電話予約）／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、 茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、
母子父子自立支援などを行っています。／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）
5167※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

今 月 の 納 期
●固定資産税・都市計画税（第１期）�

■納期限は、5月2日㊊
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
　なお、固定資産税・都市計画税の納税通知書
は、４月８日㊎発送予定です。
お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）１５７８、5（20）１６０９へ。

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年４月 2 日～昭和26年５月 1 日生）は、第
1号被保険者の資格取得となります。４月15日頃までに保険証（被保
険者証）を郵送します。
お問い合わせは、高齢者支援課（２階）☎（20）１５７２、5（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年5月2日～昭和16年6月1日生）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入
することとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、国保年金課（２階）☎（20）１５０３、5（20）１６００へ。
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ スマイル茂原 月3回
火曜日 14時～ 15時30分 健康体操／対象＝一般女性／費用＝月2,500円 市民体育館 ☎080-6684-6460

本吉

❷ 茂原市中国語学習会 毎週日曜日 13時～15時（中級）
15時～17時（初級）

中国語日常会話の基礎学習／対象＝一般／費用＝
10,000円（4ヶ月） 中央公民館 ☎090-8743-7725

長野

❸ 水墨画教室 第2・4土曜日 14時～ 16時 講師の指導のもと四季折々の草花その他水墨で表現する技法
を学ぶ／対象＝一般／費用＝月1,000円（別途教材費170円） 中央公民館 ☎24-7960　山本

❹ つるえコーラス 第1・3水曜日 10時～ 12時 ひめはるの里で女声コーラスを楽しみましょう。イタリア歌曲と愛唱
歌他／対象＝一般女性／費用＝月2,500円／講師＝新村道子氏 鶴枝公民館 ☎24-3899　塚田

❺ たいそうクラブ 毎週水曜日 13時30分～
14時00分

西洋舞体操　ストレス解消／対象＝一般／費用＝月
1,500円（無料体験あり） 鶴枝公民館 ☎23-7097　佐藤

❻ 本納卓球会 毎週水曜日 19時～ 21時 卓球に親しみ、気軽に、楽しく、健康と体力向上を図る／対象
＝一般（初心者歓迎）／費用＝月500円（別途入会金1,000円） 本納公民館 ☎34-2634　勝山

❼ 建中書道会 第1・3日曜日 10時～ 14時の
お好きな時間

「書蒼」でのペン、筆ペン字、かな、漢字、条幅等、書
道全般／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月3,000円 東部台文化会館 ☎26-3638　齊藤

❽ アレンジフラワー 第3水曜日 10時～ 12時 華道とアレンジフラワー／対象＝一般（男性も歓迎）
／費用＝月1,000円（別途花代1,000円～） 東部台文化会館 ☎090-7223-2163

内山

❾ 絵手紙教室「歩み」 第2木曜日 13時30分～
15時30分

花・野菜・果物等、画材は自由なものを見て描く／
対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月1,000円 総合市民センター ☎23-6047

すがね

❿ 筆ペンクラブ 第1・3木曜日 10時～ 12時 筆ペンを通じ相互の親睦をはかる／対象＝一般／費
用＝月1,000円 総合市民センター ☎23-6047

すがね

⓫ 茂原園芸クラブ 第2土曜日 13時～ 16時 野菜、果樹、花卉の栽培および庭木の手入れ等／対
象＝一般／費用＝年5,000円

総合市民センター
（9月まで二宮福祉センター）

☎090-7405-5164
多田

⓬ 写友さくら 第2木曜日 15時～ 17時
講師（河野道貞氏）による作品講評指導。会員相互
の作品感想。年2～ 3回写真展、年4回の撮影会／対
象＝長生郡市内在住者／費用＝年12,000円

総合市民センター
（9月まで中央公民館） ☎23-3089　滝口

⓭ あんだんて・ギターラ 毎週金曜日 9時30分～
12時30分

クラシックを中心に演歌まで幅広くギター合奏を練習。市
の音楽祭やボランティア活動に参加／対象＝一般／費
用＝月500円

二宮福祉センター ☎090-3330-9970
有泉

⓮ 豊岡パソコンクラブ 第2・4木曜日 10時～ 12時
ワード、エクセルを基礎から習得／対象＝一般（初心者
歓迎）／費用＝月2,000円（別途年会費1,000円）／
持ち物＝ノートパソコン（Win7以上）

豊岡福祉センター ☎34-7738　鈴木

⓯ ガーベラ・ダンスサークル 毎週金曜日 13時45分～
15時45分

社交ダンス、丁寧に指導／対象＝一般（特に初心者・
男性歓迎）／費用＝1回600円 社会教育センター ☎25-4895　深井　

⓰ 茂原少年少女発明クラブ 毎週土・日曜日
（どちらか選択） 9時30分～ 12時

紙・木・電子工作ほか／対象＝小学1年生～中学2年
生／費用＝年5,000円（H28.5 ～ H29.3） 社会教育センター ☎23-4665　仲澤

❶ ボランティア菜の花会 4月2日㊏ 13時30分～
15時30分

ストレッチ体操／対象＝一般／費用＝無料／持ち物
＝室内履き運動靴、飲み物、タオル 東郷福祉センター ☎23-8958　二見

❷ 坐禅会 毎週日曜日 5時30分～ 7時
姿勢を調え、呼吸を調え、心を調える。坐禅・法話・作
務など／対象＝一般／費用＝200円／ HP=hｔｔｐ://ｗｗ
ｗ.geociｔies.jｐ/ryobo_an_zazen/

臥龍山　両忘禅庵
JR本納駅徒歩8分

☎090-2549-8710
友國

❸ 花まつりと骨董がらくた市
とフリーマーケット

4月2日㊏、
3日㊐　　　　　8時～ 13時

2日＝仁王門を中心に参道にて開催、3日＝大駐車場
にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193

小曽根

❹ 第7回茂原公園
「桜の山の春の市」

4月9日㊏、
10日㊐ 10時～ 16時 各種50店舗出店、野外ステージで終日アトラクション有り

／対象＝一般／入場＝無料／協賛＝茂原市観光協会 茂原公園 ☎080-4113-9494
大柿

❺ カラオケと踊り
うたごえ 4月10日㊐ 10時～ 16時30分 カラオケと踊り、大画面カラオケでみんなで歌いま

しょう／対象＝一般／入場＝無料 東部台文化会館 ☎080-5458-4195
𠮷田

❻ 楽しく走ろう
宣言タイムレース5.4km 4月10日㊐ 9時30分～（当日

受付8時30分～）
緑ヶ丘周回5.4キロを自分の目標タイムに合わせ、誤差
の少ない走者が優勝／対象＝一般／参加費＝500円 緑ケ丘小学校 ☎22-6469

茂原健走会　渡会

❼ 春の民謡舞踊芸能祭 4月10日㊐ 9時30分～ 17時 民謡や舞踊、三味線の演奏を披露／入場＝無料 市民会館 ☎25-0394　茂原市
民謡舞踊協会　川下

❽ 茂原市レクリエーショ
ン協会　介護予防教室 4月10日㊐ 9時30分～ 11時

30分
介護レク、頭と体を動かすコグニサイズ／対象＝一
般／費用＝300円 中央公民館 ☎0475-72-2974

原田

❾ 家族介護教室 4月16日㊏ 13時30分～ 16時 介護保険制度の利用について／定員＝30人／費用＝
無料／受付＝当日朝まで もばら和光苑 ☎27-1022

もばら和光苑　

❿ 万木城の歴史と里山の
自然観察

4月16日㊏
（雨天中止） 10時～ 15時 万木城周辺の歴史・自然を再発見しよう／定員＝20人（小

学生以下保護者同伴）／費用＝無料／持ち物＝要問合せ
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

☎0470-86-5251
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター⓫ 米作り1・

田植え体験をしよう
4月29日㊎
（小雨決行）

9時30分～
13時30分

裸足で田んぼに入り、苗を植えよう！／定員＝30人（小学
生以下保護者同伴）／費用＝子ども200円、大人300
円／持ち物＝要問合せ

⓬ クレープ作りで、
春を楽しもう 4月17日㊐ 8時30分～

12時30分
お子さんと楽しく作りましょう／対象＝一般／費用＝1人400
円（保険料含む）／持ち物＝エプロン、三角巾、お手拭 中央公民館 ☎23-0163　茂原レ

クリエーション協会　湊

⓭ 第465回労災職業病
なんでも相談会 4月23日㊏ 13時～ 16時 弁護士、労働安全衛生管理者、ソーシャルワーカー等によ

る相談会／費用＝無料／その他＝予約不要・当日受付
千葉市中央コミュ
ニティセンター

☎043-225-4567
千葉中央法律事務所

⓮ もばらオロシティまつり 4月24日㊐ 10時～ 16時 組合企業他多数出店、各種イベント多数、出店コー
ナーにて飲食提供

茂原卸商業団地協同
組合会館前駐車場 ☎24-6101　三浦

⓯ 春の里山で
タケノコ掘りをしよう 4月24日㊐ 9時30分～ 12時

タケノコ掘り体験／対象＝児童を含む家族／費用＝1人
300円／定員＝100人（定員を超えた場合は抽選）／申
込締切＝4月10日㊐必着／申込方法＝要問合せ

東金文化会館臨時
駐車場（集合場所）

☎0475-54-1301
県立東金青年の家

⓰ 障害年金　無料相談会 開催日＝4月26日㊋、5月24日㊋、6月21日㊋、8月23日㊋、9月27日㊋、10月25日㊋／
相談時間＝13時～ 17時／相談員＝社会保険労務士／申込方法＝電話予約 茂原商工会議所 ☎070-1541-7661

みんなでサポートちば

⓱ 第8回ぐるっと大網
30kmウォーク参加者募集 5月28日㊏

7時30分～
15時30分
（小雨決行）

豊かな自然と文化に触れ、ウォーキングを楽しみません
か？／コース＝要問合せ／対象＝一般／参加費＝一般
2,000円、18歳未満1,000円／申込締切＝5月15日㊐

大里綜合管理㈱駐
車場／大網白里市
役所砂利駐車場

☎0475-72-3393
ぐるっと大網30kmウォー
ク実行委員会　横田

⓲ 第3回
緑ヶ丘リレーマラソン 6月5日㊐ 10時～ 14時 1チーム5人～ 10人でたすきをつなぎ1周3㎞コースを14周

します／参加費・申込方法＝要問合せ
緑ヶ丘小学校
（スタート場所）

☎23-8411　緑ヶ丘リ
レーマラソン実行委員会

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●原稿依頼は楷書体など読みやすい文字でお願いします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。 18
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三
枝
子

本
採
用
共
に
よ
ろ
こ
ぶ
靴
ス
ー
ツ�

吉
野　

千
枝
子

挑
む
未
知
コ
ツ
コ
ツ
が
生
む
医
療
薬�

風
間　

敬
造

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。
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現
在
、
市
内
に
は
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
腰
当
・
光
福
寺
と
未

指
定
で
あ
る
が
、
長
尾
・
宝
泉
寺
に

磨
崖
仏
が
あ
る
。

　

宝
泉
寺
は
上
総
七
里
法
華
に
よ
り
、

真
言
宗
か
ら
顕
本
法
華
に
改
宗
さ
れ

た
歴
史
を
持
ち
、「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
と
「
不
動
明
王
」
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
扁
額
が
礼
堂
内
に
掛
け
ら
れ
て

い
る
。（
写
真
１
）

　

磨
崖
仏
は
、
岩
不
動
尊
と
呼
ば
れ
、

高
さ
約
1.5
ｍ
幅
４
ｍ
奥
行
き
１
ｍ
程

の
洞
の
壁
に
レ
リ
ー
フ
状
に
彫
ら
れ

て
い
る
。（
制
作
年
代
は
不
明　

写

真
２
）

　

中
央
に
、
不
動
明
王
（
左
右
に
制せ

い

吒た

迦か

童ど
う

子じ

・
矜こ

ん

羯が

羅ら

童ど
う

子じ

）。
右
に

弁
財
天
、
左
に
毘
沙
門
天
を
配
置
す

る
。
右
部
の
弁
財
天
は
１
９
８
７
年

の
千
葉
県
東
方
沖
地
震
で
大
半
が
崩

壊
し
た
。
こ
の
磨
崖
仏
は
、
イ
ボ
取

り
の
ご
利
益
が
あ
り
、
磨
崖
仏
の
一

部
を
削
り
取
り
、
患
部
に
塗
布
す
れ

ば
治
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ

ろ
う
か
、
現
状
は
摩
耗
が
激
し
い
印

象
を
受
け
る
。

　
「
お
不
動
様
の
か
け
ら
で
イ
ボ
が

取
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。

　

一
般
的
に
、
幾
つ
か
の
種
類
の
イ

ボ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
で
き
る
。

体
内
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免

疫
が
作
り
出
さ
れ
れ
ば
、
イ
ボ
は
消

滅
す
る
。

　

磨
崖
仏
の
か
け
ら
を
患
部
に
塗
布

す
る
の
は
こ
の
石
片
に
医
薬
品
と
し

て
の
有
効
成
分
が
含
ま
れ
る
か
否
か

は
別
と
す
る
。

　

お
不
動
様
の
か
け
ら
を
擦
り
付
け

る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
「
イ
ボ
を

消
す
」
と
い
う
自
己
暗
示
が
形
成
さ

れ
る
。
擦
り
付
け
る
時
に
も
「
イ
ボ

イ
ボ
消
え
ろ
」
な
ど
と
、
調
子
を
つ

け
た
り
、
替
え
歌
の
よ
う
に
お
ま
じ

な
い
の
言
葉
を
添
え
た
り
す
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
い
っ
そ
う
強
く
脳
に
働

き
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
脳
は
免
疫

系
に
作
用
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

免
疫
を
作
る
。
そ
し
て
治
癒
へ
至
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
心
理
療

法
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
「
病
は
気
か
ら
」
で
あ
る
。

磨
崖
仏
の
摩
耗
の
度
合
い
か
ら
、
い

か
に
地
域
の
人
々
に
頼
ら
れ
て
い
る

か
が
伺
え
る
。

　

ち
な
み

に
、
イ
ボ

取
り
は
お

地
蔵
さ
ま

に
多
く
、

不
動
明
王

と
結
び
付

く
の
は
珍

し
い
。

　

腰
当
・
光
福
寺
で
は
、
洞
穴
内
部

に
一
部
崩
落
が
み
ら
れ
る
。
か
つ
て

の
洞
は
一
面
に
苔
に
覆
わ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
ず
い
ぶ
ん
乾
燥
し
た
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
洞
穴
内
環
境
の

変
化
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
３
体
の

像
（
弁
財
天
・
娑し

ゃ

竭か

羅ら

竜り
ゅ
う

王お
う

・
薬

師
如
来
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て

配
置
さ
れ
て
い
る
。
丸
彫
り
に
近
い

肉
厚
の
レ
リ
ー
フ
で
、
当
時
の
姿
を

と
ど
め
て
あ
っ
て
保
存
状
態
は
良

い
。
制
作
年
代
は
、
同
寺
に
伝
わ
る

資
料
の
扁
額
か
ら
文
政
９
年
～
11
年

（
１
８
２
６
～
１
８
２
８
）
で
あ
る
。

現
在
は
、
安
全
の
た
め
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。

�

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

斉
藤　

望

写真1　扁額
（延亨3年＝1746年）

写真2　宝泉寺の磨崖仏
中央不動明王、左毘沙門天
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「広報もばら」は再生紙を使用し、環境にやさしいインクで印刷されています。
大豆油インク使用

発行＝茂原市役所　編集＝秘書広報課（3階）  〒297-8511茂原市道表1番地  ☎0475（23）2111（代表）info@city.mobara.chiba.jp

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎24-0119、525-8448へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）
相談日時　毎日
19時〜 22時

日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です
《内科系》 《外科系》

4月 3日㊐ 東 部 台 医 院
☎22-2455

宍 倉 病 院
☎24-2171

4 月10日㊐ 吉 田 医 院
☎34-3045

君 塚 病 院
☎25-1811

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、5（20）１６０２

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信
もばら安全安心メールを

ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
	「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
	 右の二次元コード

●防災行政無線が
再確認できます 0

フリーアクセス

1 2 0（4
しみんは

38）1
１

1
１

9
９

●携帯電話、 
ＰＨＳからは ☎ 0475（22）7290

災害情報確認

【利用例】
●ＮＨＫ総合テレビのデータ放送⇨ 
「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　「琴座の別名が織姫星。私は、夏に産まれる予
定だったこともあり、織姫星にちなんで名付け
られました」と少し照れながらスピーチしたの
は、林琴美さん。2月14日バレンタインデーに開
催された「もばら冬の七夕まつり～ちょっと大
人な七夕まつり～」のメインイベントの一つで
ある“織姫コンテスト”で、見事グランプリに輝
きました。「多くの方が応援や協力をしてくれ
たので、選ばれて本当にうれしいです」と気持
ちを聞かせてくれた林さん。応援してくれた友
人や家族に真っ先に喜びを伝えたとのことです。
　職場の先輩に勧められて出場したコンテスト。
最初は迷っていたそうですが、人前で話すこと
が苦手な自分を変えたいとの強い思いで、決心

しました。また、今しかできない色々なことに
挑戦したいとハングリー精神を持って日々過ご
している彼女。現在は、苦手としている走るこ
とを克服するためハーフマラソンの挑戦を決意
し、毎日トレーニングに励んでいます。
　そんな彼女に茂原について聞くと、「自然や人
の繋がりも豊かなところが好き。繋がりがあっ
たからコンテストにも出場できた。これから茂
原のために貢献したい」と笑顔とともに力強い
眼差しを覗かせます。
　茂原の織姫は、さらに多くのことを経験して、
理想とする「芯から強い女性」を目指して挑戦
し続けます。前年選ばれた茂原の彦星、平野さ
んとの活躍に期待です！

プラス思考な
チャレンジャー
林
はやし
　琴
こと
美
み
さん（21歳）

SPOTSPOTSPOTスポットスポット

もばら冬の七夕まつり
織姫コンテストグランプリ


